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20 で るねーし

牛乳（子（牛草供乳 1本乳と本チーズ 5g) 220 
しはとで ゜ ‘

5群海 は牛 2 位は筏しい） ょ‘現代すこ窓
1 うこ れ゚あ

6群油脂（労働量がませば増量する） かんのしはけ見
20 °な私か川
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あなたの肺はきれいでした
（レントゲン検診）
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ことしの生活環境をよくする町民運動実施計画
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実 施 村 容 区分I実施項目 実施内容

1．消役者の意識高消毀者の苦t，り相淡 「生活のしおり」の
四 揚 配付等により消費者の意識を高める。
fL・ 
喜2．生活運動指禅者餌活連動の地区指導者を旋成するため，
を 、の育成 学習活動を実施する。

考 6月10日「時間励行の El」と定め諸機閲
ぇ 3時間を守る辿動団体の職員の10分前出絋諸会合の時間
る 励行を呼びかける。

巫
動 4．貯裕、意識の高揚12月12日を「貯裕の日」と定め貯搭意識を高める。

5．野犬の絶滅迎動犬の正しい飼い方などの指導とり締りを
強化し、野犬の絶滅運動を実施する。

み
ん
な
の
川
で
す
。

に） 1.防犯灯の整仙点防犯灯を新設，改良して，防犯灯の紐枯
防検 岱理を徹底する。
犯 ―
息 2．児屯生徒の生活 「以冬休みのしおり」を配付し， 下校後

想指禅
の生活指導を徹底する。

の 「心のかよった家庭」づくりのため、毎
柊 3.「家庭の 日」の 月513を 「家庭の日」と定め健全な家庭
発設定 環境を考える。

1 ． 交通安全馳設の I IIJ迅"•カープミラー ， ガード 1/ ールを設夏整・{Jih i',1[. 

通 2，交通女全息想（D！国県道，•交通女全施設の設趾・改良を強
安 高拗 ）J要請

全 。こじかクラプ活動の強1し
息
想 3．交通安全総ぐる 。地域職場における交通安全思想の＇ば発

の み迎動 。不法駐車をなくする指祁強化

悶 . loノーカーデー、の設定（春秋・1訂掃の El)
交通安全辿動の実施

春：ニカープミラーの設羅 4/6~4/16 

反二・しおりの発行 7/15~8/10 

秋-カープミラーの沿掃 9/22~10/1 

j「・末＝交通安全職場会議の開催
12/1~12/31 

0 春秋2回「道路愛誰の日」を定め、全
町民により道路の補修作業を実施す
る。 (5月12El, 10月6日）

。通学路の沿掃および悪路の補修作業を
実施する。

美 7月21日を「河川愛護の日」と定め河川
し の消掃作業を実施する。
く 3.公共施設を大切
す にする迎動 「愛校の日」を設定（旬月 5日）し、翌：

る
絞集会所の美化推進など実施し，公共

迎
施設を大り」にする思想を高める。

動 4．家庭の美化推進 o 春秋2回「消掃の 1土」を定め、家の門
外の消掃，花木の梱付をすすめる。

。不燃物の収集の実施
。し尿，ごみに関する衛生思想を高め
る。

1．道路愛股連動

儡
土 |2．河川愛殺運動
か
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し
い
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を
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り
な
が
ら
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河
川
を
美
し
く
し
ま
し
ょ

5．地区Ill」民いこい神社寄境内などを利用して．公歯化し，
の場の造成 こどもの遊び場などとして活用する。

6．環境美化推進重紆年1地区を「環境美化推進重点地区」
、1岳地区の設定 に指定し総合的な生活環境の美化推進を

はかる。

な
に
を
す
れ
ば
よ
い
か
」

這境美化推進大1家庭の花坦コンクー）レ．花づく り請狐会
会の開催 などを実施する。

を
み
ん
な

生
活
環
境
を
よ
く
す
る
た
め
、

で
考
え
ま
し
ょ
う
。

こ
の
運
動
の
推
進
本
部
で
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
を
実
践
し
て
ゆ
き
た
い
考
え
で
す
。

0
家
庭
環
境
を
美
し
く

先
ず
、
身
近
か
な
家
庭
環
境
を
美
し
く
す
る
た
め
、
家
の
内
外
の
清
掃
と
あ
わ
せ
て
、

「
庭
を
花
一
ば
い
」
に
い
た
し
ま
し
ょ
う
。
八
月
に
は
、
家
庭
の
花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
を
行
い

ま
す
。

0
道
路
を
大
切
に

「
道
路
を
安
全
で
快
適
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
よ
う
」
と
春
秋
二
回
「
道
路
愛

護

の

日
」
を
定
め
て
、
み
な
さ
ん
の
協
力
に
よ
り
、
生
活
道
路
の
補
修
作
業
を
行
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
カ
ー
プ
ミ
ラ
ー
の
設
置
な
ど
、
安
全
施
設
の
整
備
を
急
い
で
い
ま
す
。

0
川
を
美
し
く
し
ま
し
ょ
う

川
は
み
ん
な
の
も
の
で
す
。
夏
は
、

川
で
遊
ぶ
子
ど
も
も
多
く
な
り
ま
す
。

川
を
ご
み
捨

て
場
に
し
て
は
危
険
で
す
。
私
た
ち
が
汚
し
た
川
は
、
私
た
ち
の
手
で
き
れ
い
に
清
掃
し

て
、
自
然
に
親
し
む
心
が
仕
し
い
も
の
で
す
。

0
公
民
館
や
集
会
所
も
花
一
ば
い
に

集
会
施
設
の
緑
や
花
は
、
地
区
に
お
け
る
人
々
の
心
を
や
わ
ら
げ
、
心
の
結
び
つ
き
が
、

豊
か
な

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
つ
く
る
で
し
ょ
う
。

0
毎
月
五
日
を

「
家
庭
の
日
」
に

家
庭
は
、
家
族
に
安
ら
ぎ
を
与
え
、
新
し
い
生
命
を
生
み
育
て
る
場
で
す
。
子
ど
も
た
ち

を
こ
こ
ろ
豊
か
に
育
て
る
た
め
に
も
、
お
と
し
よ
り
を
い
た
わ
り
愛
情
と
信
頼
で
結
ば
れ
た

家
庭
環
境
が
大
切
で
す
。
「
家
庭
の
日
」
に
は
、
家
族
み
ん
な
で
話
し
合
い
、
わ
が
家
庭
を

考
え
ま
し
ょ
う
。

こ
の
他
次
の
よ
う
な
こ
と
を
実
施
し
た
い
考
え
で
す
。
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最近の選挙の投票率しらベ

計 I
第1投票所
（役楊）

第2投累所
（岩谷小）

第3投票所
（宇和川集）

す米プ→ li りまはさろすよあしにじーして いす一
゜大にあ・ lr まで二んしけりり‘なゃ人た‘→るじ段山
統移つ. !i しは十 °てに低まやっこ減が助昔 °のとの
領すあ• lた‘六→昔←かせめてのり‘けは 白映緑
ジとつ・！が賃の炭を炭にんよし辺二昭合仲 いえが
エ飲の l ‘仕歳焼な釜能 °うもで人和う間 煙た‘
フみ紅 り何事できつののわ思 は減三てぅ が が谷初
アか茶 hかを しをか前なしう ‘り十や 立間夏
lげは ］！自やた始しにいはた竺わし年り大 ちにの
ソん ‘i！分つ め゚む腰人‘こ して頃ょ勢 登‘太
ンとも lのてそた村を間ことし―‘かりお つひ陽
はなう l 仕おれの上おでれはか人今らまっ てとに
いるひ I

っーと lは十仕l ‘六事 ‘.．ヽヽ・r::,＇
たとつ l新オを
そ第の ！ 心・. 烹． ：  ：ほ

り婚と思
．と 吟．へ・ t ‘.，・て•;＜:.，.

う 三 コ l '.``と・ツ；、ふ：：．ト．i ‘x. 5みべ し
で代ツ’

二いい .、.’̂・し‘
l！年えつ

l目ばき
l と．々．， と
9 •• .:• ・ら•‘、;；●： ：＇ 途 、 思

の こ lr で‘ま ．、 ・よ・ 軍響五I >:, ；く う¥ ‘疇十怨ぺ
で参ぞ :I ぁ村し
良す議つ！ 上た 硲-ヽ．彎 ・たI¥

l るさ←
.; •> ，と ”. 麿霰

識 院゚て
は投 l;'i 0 んニ ...． のの ．． }. 9, — 
、西
華 示 l, 作→が
わにりる昭こ．

ツ :2麟這気：麟汲鸞ミ塁 白やれまたに年う立
嘉 た参 l！話和も ”わしらにとって山は生きもの，大事にせん

いっとし ゜ ‘‘“し妻

といけませんのう”と語る村上さん もとりた→炭まそてを

生 し 1 = く加，をーり んりまが妻をされ自め
し l聞十‘にゃくまきで研いとし工はがま合でます‘は焼にか分と

み たま I' き七目な←いす釜は究る仕み夫とあるなしす 息゚‘き‘らのつ
参F ちし l，ま年がる釜きがを‘し 事゚ なしいる時どて ゜息子四続奥‘仕た
議し みよりし頃かとのま‘考村ま→をもてう ゜とでな炭子が年けさ風事？す んうりてにが‘改 割案上し釜楽んや気今少‘‘焼も継前 苧

院 な
す° lな木や増良 合し式たはしでる持度なよ釜き三いに

てん争をえ
五は

の l ‘酢＜々のんうと炭 色゚んすとでこいうのも十で逝生と＋し、
も lーを °熱話じまり焼今々で ←楽 ‘そ時と具面年＜きき共一ょ独

l！ とぎり続モ こう荒には としが ぎ気い 酢 1 しは木もそ釜
し方 け゚ク山うにれせ生一胸てあ健り‘う今酸セて‘代のれに

l て ゜そたモをつなたんきわをおり康頑そ村年で l取煙がでを一
l ‘そし村ク愛けり山ともしはれまの張 し上 ‘あジる突あす内舌
l, ^、さのて上としくまをいのらるますヒるてさ七るを液かり°子低
h万わ顔‘さ―‘わす見けでに °せけケと‘ん＋ °作体らまそへど
il 願やはそん筋仕えけるますと んにツい根 七 るで出しの売と
l寺か‘ののの事たにとせけっ ーはけ‘はう気、オ 時‘るた木りれ
l委で晴素自道を ←゚かんにて ん病？ °の

至
に 使ハ煙←酢にる

li邑あれ朴信を愛最わの‘は の気ー続 な 用ムを木で行の
l， るばなと歩し 後いう大‘ うな仕 ＜極る すや利酢‘つで
!i れ゚生誇みて にそ 事゚ 山 ←ど 事 か元と るソ用と原た‘

|［ど 0 0 内
I •談恩対とと 助検衛

象こ 乳産
l［き所綸 者ろき児婦 畠容
の 健に査育

l昭開戦誕生肱 ・
I！和設没生後川 一

七康よ
〗相る液血つ妊

り四 者ま二町 時—
ll 十

談診比圧い娠

l！九埠
•圭．でケ公 l 十 察重‘ての

l'年族乳
の月民十四 尿生
I館五日 ‘ 理

l七 相児お時‘ 血に

町民運動推進本部だより ° l 召受 0 0 
--申 |r ま付度学た年月年二警冒は戦

く部月 て賞入ンでる ク 込 l で の歴男四二令資察 没
だ落 三 ごい品 賞ク は町生 l I 締 l 七学 子月日 格官
さ長十希まを者 1 ‘民活）レ家切 h 月力高 ーか昭 募 ‘ 

冒遺
いまー望す贈にル家運環 I

族
庭り｛！ 八あ等 日ら和 集筆

°で日の ゜るはを庭動境 の 七 l； 日る学ま昭 二 記
に

申ま方 こ‘行の推を 花
込では と 賞 な花進よ 壇月 l ら 卒 に＝

I か者校で和十 該臭当
んに‘に状い壇本く コ末 I； 八業生干五 印 の
で‘七しと‘コ部す‘／日 i, 月程れ 一 四 鑑 方

参議院は，私たちみんなのもの

-7月7日には必ず投票を 一

第4投票所
（大谷小）

第5投票所 1第6投票所 1第7投票所
（中津集） （予子林小） （中居谷集）

-．i 
れら多用 きば個れそにる宿らょの学 け学日、
‘鹿い し巣あか性にれとよとぎいよ校こを校 — 
三野‘て箱がり豊‘ぞ‘うなの安りでの しの中 愛
年川 裏 ‘掛っ か゚ 作巣ま 裏学鳥
生園 山以けて 全で ．．9: 吟 ’ ヽ•’埓'‘·行 ' . ',

: 9 .,．、.;；•ン． g．： ＜‘’  ，っ箱し山校の
十地の前はい部 ‘ 孔`、 < ;， たはたにの日
人に慰か‘まで工 '5: 

、.:'9, ，一9'

．．妥： ’•'
べ：9 ．． ： •, ••. ム・、 も ‘ 小゚ 生-

余か 霊 ら放し 二夫
. .t. ． .•9. , ．伽·

がけ塔‘課た十し ；贅．9 ．, " • マ‘‘
、 9-:9／ソ の生鳥徒の
ぷI '．． v ' ． で徒 のた

‘て附小後 二゚ た 、各 e.：;，，t硲ぶィ>’ゞ， ‘た 巣ち五
汗行近鳥を 個も

．． §. 加 ッぶ、 99、9£、 小ち 箱が月
をわかの利 での 鳥が掛‘+

るきた しここラ ．^ 張しい風っふ
こっち肱ていと‘ りいいでてき
ととの川いよかツ ま心か動はふ
で‘優のま t__ らグ ..“し'

^ ：． ・ヽし しづなか小き

: ／贔しし烹て嵐．一、畜譴^ [ 竺t、X虐？9し。
うた心な し早の
ち゚づ自 みく小 よりよい安らぎの宿にと

を‘うかか

にか然 には 鳥 巣箱をかける中学生
しこにわし
なま‘い‘

もいと ‘いがゥシドる利巣山
通は生

がか高そ雨
観っ多 ジリム用箱はこ らくさうが

-;＇ ガ
9， し‘徒察てい ュ‘クすを‘の 頑優は‘入

間うみ いを時十 にに 0
どあにん会ま励間日 →
おなしな合す行や-時 迷時

りたまにな °し‘を間 惑間
開の し迷ど よ識機励 をを
会部ょ惑の う場会行 か守
さ落うを時 とのにの
れの か゚間 呼十‘日

けつ

ま常 けをび分諸← なて

す会 ーな守 か前会＾
しヽ ‘ 

°も いりけ出合六 よ他
時 よ` ‘て勤の月 う人

仲
良
し
に
な
つ

小
鳥
よ
、

僕

達

と

私
た
ち
は

「
い
ま
、

協
生

村
上
正
成
さ
ん

＿ 
筋
の
道

f

環
境
へ
改
の
美
化
ど
ふ

さ
わ
や
か

一て
／
．

と
こ
ろ

と

き

〇
母
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学
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月
二
十
三
日
午
前

十
時
か
ら
十
六
時

ま
で

と
こ
ろ
大
洲
市
民
会
館

七
月
十
七

日
、
十
三

時
ー
十
五
当
日
持
参
す
る
も
の
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当
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、
印
鑑


